
お菓子愛が強すぎるヘンゼルとグレーテル 

～今日からお兄さんはあま～いおち●ぽミルク製造機♪～ 
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トラック 0 プロローグ（双子の飴舐め） 

●ヘンゼル 

ふふっ…ある森のそばに、貧しい木こりの夫婦とその子ども、ヘンゼルとグレーテルが暮ら

していました。クスクス…♪ 

★グレーテル 

クスクス♪貧しい生活に耐えられなくなった夫婦は、ヘンゼルとグレーテルを森に捨てて

しまいました。ふふふっ…♪ 

●ヘンゼル 

捨てられたヘンゼルとグレーテルは空腹に耐えながら森の中を彷徨い、ふふっ…なんと 

お菓子でできた家を見つけたのです。クスクス 

★グレーテル 

しかし…そこには悪い魔女が住んでいたのです♪うふ…ふふふ♪ 

●ヘンゼル 

ふふふ…魔女はヘンゼルとグレーテルに沢山お菓子を与え、太らせて食べようとしました

…クス…クスクス♪ 

★グレーテル 

でも…ふふふ♪おかしなことに、二人は今でも生きています♪ぷっ…クスクスクス♪ 

●ヘンゼル 

何でかな？ 

★グレーテル 

何でかな？ 

●ヘンゼル 

ぷっ…クスクスクス♪ 

★グレーテル 

ぷっ…クスクスクス♪ 

●ヘンゼル 

死んじゃったんじゃない？ 

★グレーテル 



死んじゃったのかもしれないね♪ 

●ヘンゼル 

くすくすくすくす♪ 

★グレーテル 

くすくすくすくす♪ 

じゃあ、このお菓子の家は、誰のもの？ 

●ヘンゼル 

魔女がいないんだから、僕たちのものだよ。くすくす♪ 

★グレーテル 

嬉しい♪私達のものなんだ♪くすくす♪ 

●ヘンゼル 

ヘンゼルとグレーテルは、いなくなった魔女の代わりにお菓子の家に住むことになりまし

た♪くすくす♪ 

お菓子のおうちは魔法のおうち。なんて素敵なんでしょう！ 

家の主が食べてもなくならない魔法がかかっているのです。 

★グレーテル 

ヘンゼルとグレーテルはお菓子がだーいすき♪ 

クスクス…お菓子のおうちは 2 人だけのもの♪私と兄さんの 2 人だけのもの♪クスクス♪ 

…ねー、兄さん♪ 

飴を舐めましょう♡2 人で♡ 

ふふふ…ふふ♪ 

んれ～♡じゅぷじゅぷじゅぷ♡れろれろ～れろん♡ちゅぱちゅぱ…ちゅぷぅ♡ 

●ヘンゼル 

…ああ、グレーテル♪ 

ふふふ…ふふ♪ 

んれ～♡じゅぷじゅぷじゅぷ♡れろれろ～れろん♡ちゅぱちゅぱ…ちゅぷぅ♡ 

美味しいね、グレーテル♪ 

★グレーテル 

ええ、飴って大好き。兄さんとこうして二人で舐める飴は、なお美味しいわ♪ 

●ヘンゼル 

可愛いね、グレーテル♪んんっ…ちゅぱ…れろれろれろぉ～♡じゅぷじゅぷじゅぷ♡ 

★グレーテル 

兄さん大好き♡お菓子に負けないくらい好きよ♡んっ‥れろれろ…じゅぷじゅぷじゅぷ♡ 

●ヘンゼル 

じゅぷ…僕たち二人の世界は壊させない。じゅぷ…れろれろ…くちゅ♡ 

★グレーテル 



ちゅ‥誰にも壊せるわけないわ♪ちゅぷ…ちゅぷちゅぷ…れろん♡ 

●ヘンゼル 

ちゅぱぁ… はぁ‥ はぁ… ふふふ♪ 

★グレーテル 

ちゅぱぁ… はぁ… はぁ‥ ふふふ♪ 

ねぇ兄さん…もしこのおうちを誰かが勝手に食べたらどうしちゃう？ 

●ヘンゼル 

ふふふ…そうだね…どうしちゃおうか？ 

★グレーテル 

食べちゃう？ 

●ヘンゼル 

食べちゃう？ 

★グレーテル 

ふふふふふ♪ 

●ヘンゼル 

ふふふふふ♪ 

★グレーテル 

それよりもっと、素敵な案があるわ♪ふふふ♪ 

●ヘンゼル 

何だい、グレーテル、教えてよ♪ふふふ♪ 

★グレーテル 

それはね…うふふふふ♪ 

●ヘンゼル 

なるほどね…ふふふふふふ…♪ 

★グレーテル 

ふふふふふ…ふふふふふふふ♪ 

●ヘンゼル 

ふふふふふ…ふふふふふふふ♪ 

★グレーテル 

…あら？誰か来たみたい♪ふふふ…くすくすくす♪ 

●ヘンゼル 

ホントだね。楽しいことになるそうだね…ふふふふふ…ふふふふふふ♪ 

★グレーテル  

ふふふふふ…ふふふふふふふ♪ 

●ヘンゼル  

ふふふふふ…ふふふふふふふ♪ 



 

トラック１ 

★グレーテル 

いらっしゃいませお客様♡ 

お菓子のおうちへようこそ！ 

●ヘンゼル 

いらっしゃいませお客様♡ 

僕たち二人のおうちへようこそ！ 

★グレーテル 

とっても素敵なおうちでしょ？私達のお菓子のおうち♡ 

それにと～ってもいい匂い♡ 

●ヘンゼル 

あま～い香りが君を誘った？ 

もしかして、とってもおなかが空いてるの？ 

★グレーテル 

あらあらそれは大変ね♡ビスケットでもいかがかしら？ 

それえともマカロン？さっき焼いたばかりのアップルパイも美味しいわ♡ 

●ヘンゼル 

僕はヘンゼル。彼女は妹のグレーテル。 

グレーテルの作るお菓子は美味しいんだ♡お兄さんもおひとついかが？ 

僕のおススメはチョコレート。クッキーにケーキ、お兄さんは何が好き？ 

★グレーテル 

あれれ…？お兄さん、お口元が汚れているわ？ 

茶色い何かがついてるみたい。 

●ヘンゼル 

ホントだね。すんすん…何だかあま～い匂いもするね。 

★グレーテル 

チョコレートの香りだわ。 

●ヘンゼル 

チョコレートの香りだね。 

★グレーテル 

お兄さん、チョコレートを食べたのかしら？ 

●ヘンゼル 

それはどこのチョコレート？ 

お兄さんのおうちのチョコレート？ 

それとも、僕らのおうちのチョコレート？ 



★グレーテル 

まさか！ひとのおうちのお菓子を勝手に食べるなんて、ありえないわ、兄さま。 

●ヘンゼル 

そうだね、グレーテル。人のおうちのお菓子を勝手に食べるなんて、あるわけないね。 

★グレーテル 

あら、兄さま。なんだか涼しい風が吹いてきたわ。ここはおうちの中なのに。 

●ヘンゼル 

本当だね、グレーテル。おうちの中に風が吹くなんておかしいね。 

どこかに穴でもあるのかな？ 

★グレーテル 

くすくす♡そんなわけないわ。 

…私達がお菓子を食べたなら、お菓子のおうちは勝手に同じお菓子で修復されるもの。 

穴があいたままにはならないわ。 

●ヘンゼル 

それもそうだね。でも…グレーテル、君の後ろ、小さな穴が開いてない？ 

★グレーテル 

あら本当！チョコレートの壁に穴があいてるわ。しかも、修復されない。とても変ね？ 

●ヘンゼル 

おかしいね。とっても変だね。 

★グレーテル 

じゃあ、私達以外の誰かが食べたに違いないわ。いったい誰が食べたのかしら。 

森のリスさん？それともアリさん？ことりさん？ 

いいえ、食べた動物はみーんなお菓子になっちゃうもの。 

そして食べた相手をお菓子に変えたら壁は勝手にふさがるの。お兄さんも見たでしょう？ 

外に並んでたいろんな動物さんの形のお菓子。あれ全部、私達のおかしのおうちを 

盗み食いした森の子たちなの。 

●ヘンゼル 

ここのお菓子を食べたら、人間以外はみーんなお菓子になっちゃうんだ。 

そしてお菓子になったら食べたものは元通りになるんだよ。 

元通りになってないってことは、森の動物たちが食べたんじゃないみたいだね。 

なら、誰だろう？僕たちのお菓子のお家を盗み食いしたのは。 

★グレーテル 

さぁ誰かしら？食いしん坊の盗人さんは。 

…ねぇお兄さん、誰だと思う？ 

●ヘンゼル 

お兄さんの意見を聞かせてよ。お菓子を食べたの、誰だと思う？ 



★グレーテル 

ねぇ、誰だと思う？くすくすくす♡ 

●ヘンゼル 

誰だと思う？くすくすくす♡ 

★グレーテル 

お兄さんしか、いないよね♡ 

●ヘンゼル 

お兄さんしか、いないよね♡ 

★グレーテル 

いけないお兄さん。 

●ヘンゼル 

いけないお兄さん。 

★グレーテル 

私達の家を食べるなんて。 

●ヘンゼル 

なんていけないお兄さん。 

★グレーテル 

私達の許可なく食べちゃうなんて。 

なんて困ったお兄さん。 

●ヘンゼル 

でも証拠がないね。 

お兄さんがチョコを食べたっていう証拠。 

もしかしたら、別の人かもしれないからね。 

★グレーテル 

そうね。証拠がないのはいけないわ。 

ちゃーんとお兄さんが食べたって証拠がないと、対価を求めることができないわ。 

どうする、兄さま。 

●ヘンゼル 

そうだね、じゃあお兄さんのお口を舐めてみよう。 

僕たちの家のチョコレートの味がしなければ、お兄さんは食べてない。 

★グレーテル 

そうね、わかりやすくてとってもいいわ。私達のおうちのチョコは特別性。 

と～っても甘くて濃厚だもの、舐めて、ねぶってちゅうちゅう吸ったら絶対わかるわ。 

●ヘンゼル 

じゃあ、そういうことでお兄さん。 

★グレーテル 



お口の中を、失礼するわ。 

●ヘンゼル 

★グレーテル 

●ヘンゼル 

ああ…僕らのチョコレートの味がする。 

★グレーテル 

そうね、兄さま。これは私達のおうちのチョコレートの味ね。 

やっぱりお兄さんが犯人だったの。 

●ヘンゼル 

そういうことになるね。残念。 

★グレーテル 

こっそり食べたのね、よくないわ。 

●ヘンゼル 

よくないね。でも怒ってないよ、大丈夫。 

★グレーテル 

そうよ、怯えないで、お兄さん。私達は、怒ってないわ。 

相応の代償を支払ってもらえれば、それでいいの。 

●ヘンゼル 

食べたお菓子の分償ってくれればそれでいい。 

★グレーテル 

どうやって償うか…？それはね… 

●ヘンゼル 

お兄さんがお菓子を生み出してくれたらいいんだよ♡ 

★グレーテル 

そうね。それならずっとふさがらないチョコの壁の代償としてはバッチリね。 

●ヘンゼル 

このお菓子の家は、僕たちが食べる限りなくならない… 

でもよその人間が食べると修復されないから減っちゃう… 

減っちゃった部分は永遠に修復されないから、永遠にお菓子を作り続けてくれなきゃ割に

合わないからね。 

★グレーテル 

その通りね、兄さま。お兄さんには永遠に、お菓子を作り出す機械になってもらいましょう。 

●ヘンゼル 

怯えなくていいよ、お兄さん。怖いことなんかなーんにもないよ。 

このお菓子のおうちを食べるとね、体そのものも体液もとっても甘くなるんだ。 

★グレーテル 



ほっぺも指も、しゃぶると甘いの。 

涙も血も唾も、ぜ～んぶとってもあまいお菓子になるの♡ 

●ヘンゼル 

それを永遠に、僕らに食べさせてくれればいいよ。お兄さんはお菓子製造機になるんだ。 

★グレーテル 

とっても素敵ね♡ 

●ヘンゼル 

そうだ、僕はそろそろおなかが空いたんだ。グレーテル、君はどう？ 

★グレーテル 

私もおなかが空いたわ、兄さま。あま～いものが食べたいわ♡ 

●ヘンゼル 

じゃあ初仕事だね。おかし製造機のお兄さん♡ 

美味しいお菓子を食べさせて♡ 

★グレーテル 

さっきのお口も美味しかったけど…次は違う味が食べたいわ♡ 

●ヘンゼル 

そうだね、じゃあ…耳なんてどうかな？奥からそそる匂いがしてるから。 

★グレーテル 

素敵ね、兄さま。じゃあお耳を頂きましょう♡ 

●ヘンゼル 

さぁ…じゃあここに座って。君のお耳を舐めさせてもらうよ。 

★グレーテル 

楽しみだわ…どんな味がするのかしら？くすくすくす♡くすくすくす♡ 

●ヘンゼル 

ふふふふふ♡ふふふふふ♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラック２ 耳舐め（キャンディー舐め、耳たぶ転がし舐め、深淵ほじくり舐め） 

 

★グレーテル 

すんすん…すんすん…ふふふ、あま～い匂い…♡ 

香ばしい香りがするのは耳の奥ね？ 

●ヘンゼル 

すんすんすん…ふふ…確かに、結構香ばしい匂いがするね。 

お兄さんってあんまりお耳のお掃除してないタイプ？ 

だめだよ、耳は清潔にしなくっちゃ。 

★グレーテル 

そうよ。すんすん。ま、今のお兄さんには関係ないか。 

汚いお耳の赤も、今はあまくて美味しいはずだもの。 

●ヘンゼル 

そうだね。僕たちが穿り出してとってもきれいにしてあげる。 

僕たちはおなかが満たされて 

★グレーテル 

お兄さんはお耳がすっきりするの 

お互い Win-Wi-n でお得よね♡ 

●ヘンゼル 

じゃぁ頂くよ。香ばしいところは最後にとっておいて…まずは耳たぶから。 

柔らかくて甘くておいしいよ。ずっと舐めていたくなる。 

ここでこんなに美味しいなら、奥の方はどんなに美味しいんだろう。 

★グレーテル 

私も耳たぶ、頂きます♡ 

お兄さんの耳たぶ、ひんやりしてて美味しい♡お口で蕩けそうに柔らかいし好みの味よ。 

こうして舌で転がすように舐めていると気持ちいいでしょ？知ってるの… 

気持ちよくなると…どんどん下の方にあま～いミルクがたまってくるんでしょ？ 

とっても楽しみ…ふふふ♡ 

●ヘンゼル 

はぁ…僕も楽しみだなー、お兄さんのミルクが飲めるの。きっととっても濃厚で… 

とろけるくらい甘くておいしいんだろうね。 

★グレーテル 

ねー、兄さま楽しみね♡あぁ…耳たぶを舐めているともっとぺろぺろしたくなってきたわ。 

キャンディーみたいな味がするこのお耳…大きなキャンディーを舐めるみたいに舐めても

いいかしら？ 

●ヘンゼル 



そういえば、キャンディーの味に似てるかも。僕もおもいっきりべろべろしたくなったよ。 

大きなキャンディーをべろべろ舐めまわすみたいに、お兄さんの耳を舐めたいな。 

★グレーテル 

ああ、私もう我慢できないわ♡んっ♡ 

ああ…こうして唾が飛び散るほど豪快に舐められるの気持ちいい…♡ 

お兄さんどうしたの？お声が漏れてるわ？ 

ふふふ、お兄さんってばもしかして…お耳舐められて気持ちいいの？ 

●ヘンゼル 

ずるいよグレーテル。僕も舐めるね。 

ほんとだね。しかもとっても美味しい。甘くて本当にキャンディーを舐めてるみたい。 

あはは、お耳舐められて気持ちいいなんて、お兄さんってもしかして変態？くすっ 

でもいいじゃない。僕たちは舐めて幸せ、お兄さんは舐められて幸せ。 

僕たちとっても相性がいいんじゃないかな？ 

★グレーテル 

ああんお兄さん、こうして舐めてると奥からすごく香ばしいクッキーみたいな香りが漂っ

てくるの。私もう我慢できないわ。奥に舌を入れたいの。 

●ヘンゼル 

わかるよグレーテル。僕も同じ気持ちだよ。…じゃあそろそろ、耳の奥を舐めさせてもらお

うか。奥の奥…お兄さんのお耳の大事なところまで舐めたいな。 

★グレーテル 

ねぇ、入れるわよ。入れていい？下を奥にずぶぶぶぶって… 

●ヘンゼル 

いいよグレーテル。じゃあせーので入れよう。行くよ…せーの。 

★グレーテル 

ずぶぶぶぶぶ♡ 

●ヘンゼル 

ずぶぶぶぶぶ♡ 

★グレーテル 

すごーい、美味しい～♡耳垢がねっとり舌に絡みついてくる♡汚いのにコクが有って美味

しいの～♡うふふ♡ 

もっと奥に欲しいわよねー？奥の奥まで頂きます♡ 

●ヘンゼル 

すごいすごい…こんなに濃い味は初めてだ…ごめんねお兄さん。白目むかせちゃって。 

でも…気持ちいいんだよね。お兄さんのおちんちん、おっきくなってるもん。ふふ。 

★グレーテル 

ホントだ…お兄さんおちんちん大きくしてる♡きもちーんだ♡ 



じゃあさじゃさ、もうすぐミルク、出るんだね♡ 

●ヘンゼル 

そうだね。こゆ～いアツアツミルクがきっといっぱい出るんだろうね。 

★グレーテル 

飲みたいねー 

●ヘンゼル 

飲みたいねー 

★グレーテル 

ふふふ。じゃあほらお兄さん、ズボン、ぬぎぬぎしてよ。 

●ヘンゼル 

自分で脱いでおちんぽ出して。はやくはやく。 

ふふふ、ホントに脱いじゃった。お兄さんノリノリだね。 

★グレーテル 

嫌がってるふりしてホントはおちんちんしこしこしたくて仕方がないの♡ 

 

●ヘンゼル 

あーあ、すっごい反り返り…よっぽど気持ちがいいんだね。 

年端もいかない僕たちにこうして耳を舐められて、おちんぽ出してって言われるの。 

★グレーテル 

うふふ、何だかイケナイ感じがするわね。お兄さんはその背徳感？とかが好きなのかしら。 

やっぱり変態ね。くすくす♡ 

●ヘンゼル 

それに、グレーテルはともかく…僕は男の子だよ？ 

お兄さん、男の子もイケるクチ？ふふふ、お兄さん…男の子にされるのも、もしかして悪く

ないって思ってる？ふふふ… 

★グレーテル 

ふふふ…ほら、お兄さん、おちんちんしこしこしないの？ 

●ヘンゼル 

あれ？それとも僕たちにしこしこして欲しかった？ 

ふふふ。僕たちは今たっぷり耳を味わってるからおちんぽ扱きは自分でどうぞ。 

★グレーテル 

あはは。お兄さんたら私達の小さなおててでしこしこしてほしかったのかしら。 

だめよ。そんな変態ちっくなこと考えちゃ。お兄さんは自分でしこしこしてね。 

そんな切なそうな顔しないで♡ぷっ…くすくす♡ 

●ヘンゼル 

じゃあしこしこしないかわりに、おちんぽのさきっぽを僕たち 2 人で握っててあげる。 



亀頭をきゅって。だからお兄さんは竿の部分をいっぱいしこしこするといいよ。 

★グレーテル 

そうすれば、ぴゅっぴゅした精液は私たちの手のひらにかかるでしょ？ 

そしたらそれを舐めてあげる。 

●ヘンゼル 

お兄さんの精液は今とってもあま～いお菓子だからね。 

ほらーグレーテル、指を絡めて恋人つなぎ、しよ。 

★グレーテル 

うん、兄さま。ぎゅ♡ これでお兄さんの亀さんを 2 人できゅっと握って… 

あは♡ぬめっとしてあったかい。しかもぴくぴくしてるの。 

●ヘンゼル 

カウパー液がいっぱい漏れてる。これもきっと甘いんだろうね。 

ほら、もっといっぱい出して。気持ちよくなってよお兄さん♡ふーーー♡ 

★グレーテル 

あは♡私も。ふーーー♡うふふ♡ほら、お兄さん、しこしこしこしこ頑張って♡ 

●ヘンゼル 

しこしこしこしこ、しこしこしこしこ♡ 

★グレーテル 

うふふ…お兄さんの息が荒いの。しこしこもどんどん速くなる。 

●ヘンゼル 

もう限界なんだね。イクんだね。ふーーーー♡ふふ…必死にシコって。気持ちよさそう。 

ほら、もっとしこってよ。出して、出して、お兄さん♡ 

★グレーテル 

私達のおててにいっぱい出して、お兄さんのあま～い精液いっぱい欲しいの♡ 

いっぱいどぴゅどぴゅして頂戴♡ 

あ、でるでるでるでる♡でる～♡ぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅ～♡ 

●ヘンゼル 

出して出して出して～♡いくいくいく～♡ぴゅるるるるる～♡♡ 

★グレーテル 

きゃ…♡あん♡生暖かいのが手にぶちゅ…ぶちゅるるるるるって…♡ 

●ヘンゼル 

ぅはぁ…なんかぬるっとしてきもち悪いね。ふふ…いっぱい気持ちよくなれてよかったね。 

★グレーテル 

わー。兄さま見てみて、こんなにどろどろ…匂いは…くんくん、ふふ、あま～い匂い。 

●ヘンゼル 

お菓子ってなんて尊いんだろう…汚くて臭い精液までこんな甘くていい香りに変えて… 



れろ…ふふ。甘くておいしい。 

★グレーテル 

ほんとにそうね。とってもおいしいわ～舌がとろけそう♡ 

●ヘンゼル 

じゅるるるる‥はぁ…濃厚…♡お兄さん、美味しいよ。最高だね。 

★グレーテル 

じゅるるるる‥私も気に入ったわ。お兄さん、美味しいわ、美味しい精液、ありがとう♡ 

●ヘンゼル 

はぁ…美味しかった。でも…おちんぽにはまだいっぱい残ってそうだね。 

★グレーテル 

そうね、兄さま。私ももっと飲みたいわ。 

●ヘンゼル 

じゃあ…も～っとおちんちんから頂こうか。 

★グレーテル 

そうね、そうしましょう。 

●ヘンゼル 

じゃあお兄さん…出したばかりで悪いけど、おちんぽ…頂くね。 

★グレーテル 

うふふ。ごめんねお兄さん。おちんちん、敏感だろうけど我慢して？ 

●ヘンゼル 

ふふふふふ 

★グレーテル 

ふふふふふ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラック３ W 甘舐めフェラ（お掃除口含みフェラ、竿舐め、玉舐め、カリ W ぺろぺろ、

亀頭ディープキス） 

 

★グレーテル 

ねぇねぇ兄さま、私から舐めてもいいかしら。 

●ヘンゼル 

構わないよグレーテル。君から味わいなよ。 

★グレーテル 

嬉しいわ。あま～い精液でぐしょぐしょで…少し小さくなったおちんちん。 

はむ…くちゅ… 

ふふふ、敏感なおちんちんごめんなさいね。亀さんを咥えてくちゅくちゅさせてね。 

甘くておいしいわ…おちんちん、少し柔らかくて不思議♡ 

●ヘンゼル 

ああ…グレーテル。なんて美味しそうに食べるんだ。僕もそそられてしまうよ。 

次は僕の番…たのしみだなぁ…ヘンゼルの涎とお兄さんの精液が混ざったおちんぽの味… 

★グレーテル 

はぁあ…堪能したわ♡兄さまもどうぞ♡ 

●ヘンゼル 

じゃあ頂くよ。あーん 

★グレーテル 

何だが兄さまが男の人のおちんちんをしゃぶっているのを見るの、すごくえっち。 

男の子にしゃぶられるっていうのはまた別の気持ちよさがあるのかしら？ふふふ。 

●ヘンゼル 

お兄さん、気持ちいいの？なんだかまた少しおちんちんが固くなって来たよ。 

美味しいね。お兄さんの精液とグレーテルの唾液が混ざったこの味… 

まるで媚薬のようだよ。いつまででも口で転がしていたい。 

★グレーテル 

わぁ…♡なんだか元の大きさに戻ったみたい？おっきくなったわ。 

●ヘンゼル 

そうだねグレーテル。じゃあ今度は 2 人でおちんぽ舐めようか。 

★グレーテル 

いいわね。精液もおいしいけれど、おちんちん自体もまるでアイスクリームを舐めているよ

うに美味しいもの。 

●ヘンゼル 

そうだね。お兄さんの体はもうお菓子も同然だもの。 

2 人でたっぷり味わいながら舐めようよ。 



★グレーテル 

こんな生温いアイスクリームはイヤだけれど、アイスクリームのように舐めればいいのよ

ね。れろー…舐め上げるように舌から上に…れろー 

●ヘンゼル 

れろーれろー…僕たちの涎の味がいっぱいするね。くすくす…れーれー… 

★グレーテル 

お兄さんの我慢汁がまたいっぱい垂れてきたわ。蜂蜜みたいに甘い我慢汁が。 

●ヘンゼル 

ホントだ…カウパー液は大好物さ。れーれー…ねぇお兄さん。 

こーんなロリショタな双子におちんぽ舐め上げられる気分はどーお？ 

★グレーテル 

ゾクゾクして気持ちいのかしら？お兄さん、変態だもの♡うふふ♡ 

●ヘンゼル 

そうだね。変態だもんね。ふふふ。ほら根本のたまたまも舐めてあげる。れ～ 

★グレーテル 

うふふ♡ぷるぷるしてて不思議な触感♡舐め上げると震えるプリンみたい♡ 

●ヘンゼル 

舐めるたび体震わせてるね。そんなに気持ちいいんだ？ 

★グレーテル 

いいのよ。いっぱい気持ちよくなって。 

そうしたらまたおちんちんミルク、いっぱい精製できるでしょ？ 

お兄さんは私たちのお菓子製造機になったんだから、た～くさん美味しいおちんちんミル

ク作ってくれないと♡ 

●ヘンゼル 

ほら、こういうところも気持ちいいんでしょ？？仮首。 

はむって唇で咥えてあげるよ。 

★グレーテル 

私も。はむ…♡2 人で両側から優しくカリ首をはむはむぺろぺろ… 

舌を固くさせてぐりぐり押し当てて…これ‥きもちい？ 

●ヘンゼル 

すごいすごい♡先っぽの穴がひくひくしてカウパー液がとろとろ出てきた。 

あはは、お兄さん感じすぎ。 

★グレーテル 

ねぇねぇ。この我慢汁が出てきている小さな穴…尿道？舌でくにぃって広げてみない？ 

●ヘンゼル 

いいねグレーテル。やってみよう。僕とグレーテルの舌で、両側からくいって… 



★グレーテル 

たのしそー♡いくわ、兄さま。 

●ヘンゼル 

いいよ、グレーテル。せーの。れー 

★グレーテル 

れー 

●ヘンゼル 

はは。グレーテルの舌と私僕の舌がくっついてエッチだね♡ 

★グレーテル 

兄さまとべろちゅーしちゃったわ。ふふふ。穴は上手に広がらなかったわね。残念。 

●ヘンゼル 

そうだね。でも僕とグレーテルのディープキスでお兄さんの亀頭は気持ちよかったみたい

だね。そうだグレーテル。このままお兄さんの亀頭を二人で咥えながらディープキスしよう。 

★グレーテル 

ふふふ、素敵♡3 人でべろちゅー、とってもエッチだわ♡ 

お兄さんはお口じゃなくておちんちんで、だけど♡ 

●ヘンゼル 

僕の口とグレーテルの口とお兄さんの亀頭…あ、尿道の穴がお兄さんのお口かな？ふふふ。 

3 人でふか～いディープキスしよう… 

★グレーテル 

ふふふ‥ああ…兄さま見て…お兄さんのおちんちんの穴がひくひくして… 

キスを媚びているみたい。たっぷり舌を絡めてあげましょうね。 

●ヘンゼル 

ああ。じゃあグレーテル…舌を出して… 

★グレーテル 

れ～♡ 

すごい量の我慢汁…！これ‥おちんちんミルクが出そうな合図かしら？ 

●ヘンゼル 

そうだね…僕たちのディープキスでおちんぽ我慢できないんだね、お兄さん。 

さぁ、3 人でのディープキス…もっと激しくしようか。 

お兄さんのうめき声、可愛いね。何だかとってもそそられるよ。 

★グレーテル 

もう出るのね。いいのよ、出して。生クリームよりも濃くて甘くておいしい 

お兄さんのおちんちんミルク、私たちのお口にいっぱい出して。 

●ヘンゼル 

ほら、ほら、出してよお兄さん♡お口で全部受け止めてあげるからさ♡ 



★グレーテル 

いくわ…イクイクお兄さんイク♡んっ…んん～～～～～～♡じゅる…じゅるるう… 

●ヘンゼル 

んぶ…んぐ‥んんん～～～～～～～♡んぶ…んっ…じゅる…じゅるう… 

★グレーテル 

ぷは…すっごい量…お口からあふれ出しちゃう… 

●ヘンゼル 

ホントだね‥お口に入りきらないよ。2 回目なのにすごいね、お兄さん。 

★グレーテル 

見ててお兄さん、せーの。あーーーー 

●ヘンゼル 

あーーーー 

★グレーテル 

うふふ‥お口の中、お兄さんのおちんちんミルクでいっぱいでしょ。 

これ、全部飲んであげるわね。 

●ヘンゼル 

あま～いミルク…頂きます♡ごっくん。 

★グレーテル 

ごっくん♡あまーい♡ 

●ヘンゼル 

ふふふ‥いい味だよ。お兄さん。 

★グレーテル 

ほんと。とってもクセになる味ね。まだまだ味わいたいわ。 

●ヘンゼル 

そうだねグレーテル。僕もまだまだ味わいたいよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラック４ W 乳首舐め （乳首ぺろぺろ舐め、乳首ちゅーちゅー吸い付き、オナホ搾精、

乳首甘噛み） 

 

★グレーテル 

おちんちんもいいけれど、同じ味ばかりより他のところも味わいたいわ、兄さま。 

●ヘンゼル 

そうだね。次はどうしようか。どこが美味しいかな…鼻？首？おへそ？それとも… 

★グレーテル 

私、乳首がいいわ。小さくて赤くてかわいくて、とっても美味しいに違いないもの。 

●ヘンゼル 

そうだね、じゃあ乳首にしようか。服を捲って…ほーら出てきた。こんにちは。 

★グレーテル 

こんにちは、可愛い小さな乳首さん♪貴方のお味はどんな味なの？ 

そっと舐めてもいいかしら？ 

●ヘンゼル 

じゃあ僕はこっちの乳首を。 

★グレーテル 

なら私はこっちの乳首を頂くわ。まずは味見よ兄さま。 

●ヘンゼル 

そうだねグレーテル。まずは味見をしよう。口に合うといいんだけど。ん～ 

★グレーテル 

ふふ…美味しい♡あまずっぱいイチゴの味ね♡乳首のくりくりの部分はまるで 

苺のドライフルーツのようよ。ほら見て兄さま。舌でこうやって転がすと 

くりくりしてて楽しいわ♡ 

●ヘンゼル 

ホントだね。楽しいし美味しいし、気に入った。 

★グレーテル 

じゃあもっとぺろぺろ舐めましょ♡私この味だ～い好き♡ 

●ヘンゼル 

そうだねグレーテル。僕もこの味はとっても好きさ。 

ほら、こうしてぺろぺろしてると先っぽがもっと固くなって…ね？面白い。 

★グレーテル 

うふふ、お兄さん…乳首舐められて気持ちいいの？私達に舐められて… 

●ヘンゼル 

ふふふ。答えなくてもわかるよ。おちんぽ固くなってるからね。 

それに息もとっても荒い…こうして双子の僕たちに乳首を舌で虐められるの…興奮するん



でしょ？ 

★グレーテル 

くすくす♪とっても変態♪小さな私達に乳首を舌でこねくり回されて感じちゃうなんて。 

とっても素敵ね、お兄さん♡ふふふ… 

ねぇ兄さん。男の人の乳首って吸ってもミルクは出ないのよね？ 

●ヘンゼル 

そうだねグレーテル、吸ってもミルクは出ないかな。 

★グレーテル 

私、ホントか確かめたいわ。男の人の乳首からホントにミルクが出ないのか。 

●ヘンゼル 

そういわれれば、実験してみたことはないね。じゃあやってみよう。 

ちゅーちゅー乳首を吸ってみよう♡ 

★グレーテル 

ふふふ、実際はどうなのかしら。ホントにミルクはでないのかしら？ 

●ヘンゼル 

うーん、やっぱり出ないみたいだね。つまんない。 

★グレーテル 

ホントね兄さま。ほんのちょっぴり期待はしたけどやっぱりミルクはでないみたい。 

なんだがちょっとがっかりしたわ。 

●ヘンゼル 

やっぱりミルクはおちんちんからしか出ないんだ。おっぱいミルクが出ないの残念。 

★グレーテル 

れろれろ‥あーあ、おっぱいミルク、飲みたかったわ。 

●ヘンゼル 

しょうがないね、グレーテル。やっぱりおちんぽミルクで我慢だよ。 

★グレーテル 

そうね兄さま。おちんちんミルクで我慢しましょ。 

でも乳首は口さみしいときにとってもいいわね。ちょぱちゅぱしてると赤ちゃんに戻った

気持ちになるわ。 

●ヘンゼル 

そうだねグレーテル。僕もわかるな、その気持ち。意外と悪くないんだよねー 

★グレーテル 

でも兄さま、お口は寂しくないけどやっぱりミルクはのみたいわね。 

ちゅぱちゅぱしてると喉が渇くもの。 

●ヘンゼル 

確かにそうだね。れろれろしてると喉がかわくね。 



おちんぽ舐めてミルクを飲むかいグレーテル。 

★グレーテル 

うーん、でもおちんちんの味はちょっと休憩。今はこのイチゴ味の乳首を楽しみたいの。 

ああ…この甘酸っぱい乳首…きっと練乳やミルクをかけて舐めるともっと美味しいに違い

ないわ。 

●ヘンゼル 

それはいいね、グレーテル。僕もそうして舐めたいな。 

★グレーテル 

そうだ兄さま、それじゃおちんちんミルクを搾り取って乳首にかけるのはどうかしら。 

●ヘンゼル 

それはいいね。甘酸っぱい乳首に甘くてとろ～り濃厚なおちんぽミルクをかけて舐める。 

君は天才だねグレーテル。とっても美味しそうでそそられる。 

★グレーテル 

でしょでしょ兄さま。じゃあ…これを使うのはどうかしら？ 

●ヘンゼル 

ああ、いいね。柔らかくて大きなグミ。ねぇお兄さん、このグミを見て。 

★グレーテル 

包みたいな形になって、可愛いでしょ♡ 

この中に特製ジャムを入れて…♡うふふ… 

●ヘンゼル 

これ、何だか見覚えない？お兄さんならわかるでしょ？お・な・ほ。とかいうおもちゃ。 

それにそっくりの形状じゃない？ 

★グレーテル 

ぷにぷにで弾力があってきっととっても気持ちがいいわ。 

ほら、内側はジャムでべとべとしてるから滑りもいいの。 

これをお兄さんの～乳首舐められておっきくなったおちんちんにスポット被せて… 

●ヘンゼル 

あは、すごいね、サイズぴったりだ。 

★グレーテル 

本当♡まるでお兄さんの為に作られたかのようなぴったりサイズ♡ 

これで～くちゅくちゅ。。。くちゅくちゅ。。。 

●ヘンゼル 

あはは、お兄さんすごい声でた♡お菓子でおちんぽ扱かれる気分はどう？ 

グミとジャムのオナホール、とってもきもちいいででしょ～ 

★グレーテル 

ほらほら、乳首舐めながらぐちゅぐちゅしごいてあげるから、いっぱい気持ちよくなって♡ 



おちんちんミルクを生成してね♡ 

●ヘンゼル 

お兄さんすっごい音がしてるね。じゅぶじゅぶって…そのたびにお兄さんてば腰かくかく 

させちゃって…よっぽど気持ちいいんだね。 

★グレーテル 

ねぇねぇ、早くおちんちんミルク出してほしいわ♡乳首にかけて舐めたいの♡ 

あまずっぱいイチゴ味の乳首にこい～あま～いおちんちんミルク♡ 

絶対愛称抜群だから♡ 

●ヘンゼル 

ああ、もっと刺激が欲しいんだよね？なら乳首を甘噛みしてあげる。 

優しく歯を立てて…かじかじ…どう？ 

★グレーテル 

うふふ♡私も…乳首に優しく歯を立てて…かじかじ かじかじ‥ 

あはは♡お兄さんたらのけぞって…♡そんなにいいの？足もがくがく震えてる♡ 

●ヘンゼル 

射精が近いね、お兄さん。いいよ、いいよ。その調子。 

★グレーテル 

もっともっときもちくなって？ 

あああ…お兄さんたら勝手に腰を動かし始めたわ、兄さま♡ 

●ヘンゼル 

ふふふ、もう射精が近いんだね。おちんちんミルク、グミにだしてよ。 

★グレーテル 

はやく、はやく♡ほらほらほらほら、もっと激しく乳首を舐め舐めしてあげる♡ 

もういく？もういく？でるの？でるの？お兄さんｗ 

●ヘンゼル 

いいよいいよ、いっていって♡いっぱい出してよお兄さん♡ 

★グレーテル 

ほらほらほらほら 

●ヘンゼル 

ほらほらほらほら 

★グレーテル 

せーの じゅるるるるるる～どぴゅぴゅぴゅぴゅ～♡どぴゅ♡どぴゅ♡どぴゅー 

●ヘンゼル 

せーの じゅるるるるるる～どぴゅぴゅぴゅぴゅ～♡どぴゅ♡どぴゅ♡どぴゅー 

★グレーテル 

あはは♡お兄さんってばすごいびくつき♡白目剥いてイっちゃった♡ 



●ヘンゼル 

僕たちの乳首舐め手コキ、そんなに良かった？嬉しいな♡ 

★グレーテル 

うふふ、おちんちんミルク、いっぱい出た出た♡ 

●ヘンゼル 

ホントだね…よいっしょ…じゃあジャムとまざったおちんぽミルクを両方の乳首にかけて 

★グレーテル 

うわ～甘くていい匂い♡と～ってもおいしそ～♡濃くてどろどろ～♡うふふ♡ 

いただきま～す♡ 

●ヘンゼル 

たまらないね…この香り。苺と濃厚ミルクは鉄板だよね。それじゃあ僕も頂きます♡ 

★グレーテル 

うふふ…とっても美味しかったわ、ご馳走様♡ 

でも思ったよりもミルクが薄くてちょっぴり残念(笑) 

●ヘンゼル 

確かにちょっぴり薄かった。何度も射精すると薄くなるのか～知らなかったよ。 

まぁでも…とっても美味しかったよ、お兄さん。 

明日からもよろしくね。 

★グレーテル 

当然でしょ。お兄さんに食べられたお菓子のおうちの壁のここ、この穴の部分はふさがらな

いの。一生かけて償って♡おちんちんミルクで償って♡ 

●ヘンゼル 

大丈夫。毎日美味しく食べてあげる♡ 

ねぇ…おちんぽミルク製造機のお兄さん… 

★グレーテル 

これからず～っと宜しくね♡ 

●ヘンゼル 

これからず～っと宜しくね♡ 

 

 


